
宋
代
に
お
け
る
穀
物
の
粗
色
と
細
色
に
つ
い
て小

野

寺

郁

夫

唐
代
に
お
け
る
穀
物
は
、
粟
を
基
本
と
し
、
そ
の
他
に
雑
種
・
雑
色

・
雑
穀

等
が
あ
っ
た
。
ま
に
穀
物
間
の
換
算
に
は
、
比
率
を
立
て
る
場
合
と
時
債
に
よ

る
場
合
と
が
存
在
し
て
い
に
。
比
率
に
つ
い
て
は
、
量
に
お
い
て
、
粟
一

O
に

針
し
て
粟
米
六
が
用
い
ら
れ
、

「九
章
算
術
」
や
「
居
延
漢
筒
」
等
に
見
ら
れ

る
も
の
と
問
機
で
あ
る
外
、
開
元
二
五
年
(
七
三
七
年
〉
に
、
粟
一

0
・
稲
毅

一
五

・
粧
米
七
が
得
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
明
か
で
な
い
。

そ
れ
で
は
宋
代
に
お
け
る
穀
物
は
如
何
に
取
扱
わ
れ
て
い
た
か
。
大
略
次
の

二
貼
K
つ
い
て
考
察
し
た
所
巻
述
べ
て
み
た
い
。
第

一
に
、
宋
代
の
穀
物
は
主

と
し
て
粗
色
(雑
色

・
賎
色
)
と
細
色
に
大
別
さ
れ
、
前
者
は
粟

・
大
安

・
蕎

婆

・
黒
豆

・
臨
穀
等
か
ら
成
り
、

後
者
は
梗
米

・
小
委
か
ら
成
っ
て
い
た
。
そ

し
て
そ
の
庖
別
は
、
租
税
の
徴
枚
、
穀
物
の
買
上
げ
、
そ
の
運
搬

・
貯
蔵
、
更

に
賑
貸
、
捕
嬢
の
代
後
、
官
僚
の
俸
給
と
、
穀
物
を
周
る
様
々
な
事
象
に
見
出

さ
れ
る
。

第
二
に
、
粗
色
と
細
色
ぞ
換
算
す
る
に
は
、

一
定
の
比
率
が
立
て
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
比
率
は
倉
式
(
倉
式
例
と
か
倉
例
と
し
て
用
い
ら
れ
る
)
に
定
め
ら

れ
て
い
て
、
量
に
お
い
て
粗
色
一

O
に
射
し
て
細
色
六
で
あ
っ
た
。

以
上
に
よ
っ
て
、
宋
代
に
お
け
る
穀
物
の
取
扱
い
が
唐
代
に
比
べ
て
一
一
層
整

備
さ
れ
て
来
て
お
り
、
来
は
粗
色
に
組
入
れ
ら
れ
、
細
色
の
有
用
性
が
増
大
し

て
い
る
乙
と
を
知
る
と
と
が
で
き
る
。
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北
宋
時
代
の
官
買
法
下
末
盟
紗
の
京
師
現
銭
護
行
法
に
つ
い
て

幸

徹

唐
末
以
来
の
北
方
民
族
「
契
丹
」
劉
漢
民
族
の
抗
争
開
係
は
、
宋
初
の

「溜

淵
の
盟
」
に
よ
っ
て
牧
束
さ
れ
た
が
、

軍
事
力
を
背
景
と
す
る
和
一や
と
い
う
図

際
関
係
上
、
北
宋
は
遂
に
北
宋
末
に
至
る
ま
で
、
北
方
園
境
地
域
K
数
十
政
人

の
軍
隊
を
配
備
す
る
飽
制
を
綴
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
乙
れ
に
西
北
方

民
族
「
党
項
」
の
興
起
が
加
わ
る
と
、

百
商
人
近
い
軍
隊
を
配
備
し
絞
け
る
こ

と
と
な
る
。

此
の
数
十
百
商
人
の
軍
隊
の
補
給
に
は
年
間
一

千
寓
貫
を
超
え
る
経
費
を
要

す
る
が
、
そ
の
総
べ
て
を
北
方
地
域
州
燃
の
み
で
負
搬
す
る
と
と
は
出
来
ぬ
か

ら
、
相
世
田
額
の
中
央
財
政
に
よ
る
負
搬
が
必
要
と
な
る
。

此
の
中
央
負
指
分
国

境
警
備
費
は
、
制
剣
契
丹
方
面
分
に
け
で
も
年
間
三

・
四
百
前
向
貫
に
達
す
る
が
、

そ
の
負
鎚
分
は
現
銭
乃
至
は
物
資
と
し
て
園
境
地
域
K
ま
で
運
迭
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
く
、
図
境
地
域
の
軍
需
食
糧
の
納
入
に
動
く
商
人
の
持
参
す
る
「
糧
草

交
紗
」
に
針
す
る
支
梯
と
し
て
都
開
封
府
で
支
梯
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

に
。
乙
の
よ
う
な
中
央
財
政
に
よ
る
糧
草
交
紗
へ
の
支
挑
は
、
宋
初
に
て
は
茶

堕
呑
薬
な
ど
の
物
資
交
紗
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
略
五
十
年
を
経
た
仁

宗
天
聖
年
聞
に
な
る
と、

京
師
現
銭
に
よ
っ
て
行
う
と
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

商
人
に
劃
す
る
現
銭
支
梯
は
財
政
支
携
の
良
法
で
あ
る
。
何
故
粗
草
交
紗
に

制
到
す
る
京
師
現
銭
支
梯
が
財
政
的
に
可
能
と
な
っ
て
来
た
の
か
。
京
師
現
銭
枚

入
と
現
銭
支
梯
と
の
均
衡
の
成
立
の
事
情
ゃ
、
針
西
夏
戟
勃
設
に
よ
る
京
師
現

銭
牧
支
均
衡
策
の
停
止
と
そ
の
後
の
再
建
の
問
題
な
ど
を
考
察
し、

併
せ
て
照

-189-


